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令 和 5 年 度 第 ２ 回  

学 び あ い 育 ち あ い 推 進 審 議 会 定 例 会 要 点 録  

 

令和５年５月１９日（金曜） 

出席委員    学校教育関係代表 

           委  員          相 楽 敏 栄  

社会教育の関係者 

委  員          堀 井 義 昭 

委  員          布 施 栄 子  

          学識経験者 

           会  長          炭 谷 晃 男 

           公民館利用者代表 

           委  員          西 山 規 子 

          公募市民 

           委  員          倉 品 み ゆ き 

          文化財保護審議会 

           委  員          横 倉 敏 郎 

 

 

出席職員    教 育 部 長    小 野 澤  史 

        社会教育・文化財担当課長    齊 藤 義 照 

        永山公民館長兼関戸公民館長    伊 藤 麻 衣 子 

        図 書 館 長    横 倉 妙 子 

中央図書館整備担当課長    萩 野 健 太 郎 

        教 育 協 働 担 当 課 長    野 原 敏 正 

 

 

欠席委員    長島副会長・細田委員・秋澤委員 

 

永  

 

（開会時刻：１４時００分） 

議事録署名委員：布施委員 

 

傍聴人：1名 
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議事次第・配布資料 

  

〔報告事項〕 

１ 令和４年度公民館事業報告について 【資料 １】 

２ 令和４年度公民館施設使用状況について 【資料 １】 

３ 公民館施設使用状況について 【資料 ２】 

４ 公民館事業進捗状況について 【資料 ３】 

５ 多摩市営永山複合施設駐車場指定管理者候補者選定に関する委員会等について 【資料 ４】 

６ 多摩市図書館協議会委員の決定について 【資料 ５】 

７ 第１４回子ども読書まつり《ほんともフェスタ》について 【資料 ６】 

 

〔協議事項〕 

１ 令和６年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第３ブロック研修会にむけて 【資料 ７】 

２ 多摩市立永山公民館・関戸公民館の組織について 【当日配付】 

 

〔連絡事項〕 

１ 中央図書館オープン直前イベントの開催について 【資料 ８】 

 

 

 

会 長： ただいまの出席委員は、7名である。定足数に達しているため令和 5年度第 2回多摩

市学びあい育ちあい推進審議会定例会を開始する。会議録署名委員は布施委員にお

願いする。 

会 長： －（新任委員の自己紹介）―  

相楽委員 

会 長： まず、資料の確認を事務局よりお願いする。 

事  務  局 ： ―（社会教育・文化財担当課長より資料確認）― 

事  務  局 ： 報告事項に入る前に、前回の定例会で質問を受けている案件について、協働担当課長

より回答をする。 

協働担当課長： 社会教育関係団体補助金の交付について、質問を受けていた事項について回答する。

中学校ＰＴＡ連合会の 50 周年行事は、単年度のもので 50 周年を記念して令和 5 年

度中に各校に対しイベント用のテントを寄付することを計画しているものである。

小学校予算の中で、消耗品や印刷費が計上してあるが、最近はラインを使って学校か

らのお知らせがあり電子化することで削減できるのではとのご意見をいただいた。

小学校ＰＴＡ連絡協議会では、グーグルドライブを使ってデータでの書面開催など

も行っている。役員会もグーグルミートを使って行っており、紙などの消耗品や会場

使用料はかからず実施しているところである。学校にもよるが、ラインワークスで行

うなど進んでいるところもある。電子化の流れはあるので、今後広げていけるように
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していきたい。 

会 長： デジタル化は進んではいるが、紙をすべてなくすには至っていない。内容に応じて、

紙で渡したり電子媒体で伝えるなどしばらくは併用となるかと思う。 

会 長： 次第では公民館事業からの報告であるが、このあとの図書館公務の都合により、図書

館の案件を繰り上げさせていただきたい。 

―全員異議なし― 

 

 

〔報告事項〕 

６ 多摩市図書館協議会委員の決定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 ５】 

７ 第１４回子ども読書まつり《ほんともフェスタ》について・・・・・・・・・・【資料 ６】 

〔連絡事項〕 

１ 中央図書館オープン直前イベントの開催について・・・・・・・・・・・・・・・【資料 ８】 

会 長： 報告事項 6「多摩市図書館協議会委員の決定について」、報告事項 7「第 14回子ど

も読書まつり《ほんともフェスタ》について」、及び連絡事項 1「中央図書館オー

プン直前イベントの開催について」を一括で事務局より説明をお願いしたい。 

図 書 館 長： 資料 5「多摩市図書館協議会委員」の決定について説明する。多摩市図書館協議会

については、館長の諮問機関であり多摩市図書館条例で設置が定められている。令

和 5 年 4 月 14 日で前図書館協議会委員の任期が満了となり、引き続き図書課題に

ついて意見をいただく等を目的に新たな委員の選出をしたので報告する。委員の構

成としては、学識経験者、社会教育関係者、学校教育関係者、家庭教育の向上に資

する活動を行う者、図書館を利用する者で７名の委員を選出した。このうち 2名が

新任で 5名が再任である。今回の選出にあたっては、中央図書館開館前から開館後

の課題を検討していただきたいこともあり、続けていただける方は再任で選出し

た。資料の中で 4番の委員は大妻女子大学准教授となっているが、その後教授にな

られたとの報告を受けたので訂正願いたい。今後、5 月 26 日に第 1 回定例会を開

催し、引き続き協議等をしていただく。 

続けて、資料 6「第 14回子ども読書まつり《ほんともフェスタ》について」を説明

する。目的が子どもの読書活動の推進をテーマとして毎年実施している。実施期間

は、2月 25日から 3 月 31日で、会場はグリナード永山、図書館本館で行った。内

容は、会場での展示やワークショップ、各館での特別お話し会、各館を巡るスタン

プラリーとなっている。展示については、会場で小中学校の学校図書館の紹介をは

じめさまざまな展示をした。2ページ以降にグリナード永山での展示、図書館本館

での展示の様子が載っているのでご覧いただきたい。6ページ「ワークショップ」

では、低学年向けに「宇宙の広さって？～ぼくの・わたしの今いるところ～」をテ

ーマに、「地球ゴマ」の工作と関連した本の紹介やおはなし会となっている。7ペ

ージ「各館での特別おはなし会」を実施、8ページの「ほんともスタンプラリー」

では、市の健幸まちづくり推進室と協働で企画し実施し、カードの延べ配布枚数が
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734 枚と多くの子ども達に参加していただいた。 

最後に、連絡事項として資料 8「中央図書館オープン直前イベントの開催について」

を説明する。中央図書館オープン直前イベントとして、6月 3日に作家辻村深月さ

んトークイベントを実施する。こちらは、申し込みが 5月 8日からであったが、当

日で定員いっぱいになっている。 

会 長： 中央図書館の内覧をさせていただいたが、立派な図書館が出来てとてもうれしく思

う。その時にも話したが、事前に身体障がい者の方々に先に見ていただいて、不自

由なところがないかどうかを確認することを是非お願いしたい。 

中央図書館整備担当課長：  視覚障がい者の方々に様々なご意見をいただいている。本がすべて整った状態であ

る 6 月下旬に内覧していただく予定で調整をしている。その頃には、建物の入口に

視覚障がいの方でも入口がわかるように音がでる装置やトイレはこことわかる音

声案内がつくので、そのあたりも見ていただこうと思っている。 

会 長： 多摩市図書館協議会委員については、継続性を考えて新任の方は 2名でその他の方

は再任されており、これまでの計画をよくわかっている方が引き続き就任されると

のことである。ほんともフェスタについては、人の集まるグリナード永山で行った

ということであるが、これは待っている行政ではなく住民の生活の場に職員が出向

いてサービスの認知を展開していくという学育審の提言書でいうアウトリーチを

実施していてすばらしい。また、図書館だけでなく他の部署である健幸まちづくり

推進室と一緒に実施していることも良いことだと思う。 

 

１ 令和４年度公民館事業報告について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 １】 

２ 令和４年度公民館施設使用状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 １】 

会 長： 報告事項１「令和４年度公民館事業報告について」、報告事項２「令和４年度公民

館施設使用状況について」を一括して事務局より説明をお願いしたい。 

公 民 館 長： 令和４年度公民館事業報告について、資料 1「みんなの広場 令和 4年度公民館事

業報告」をご覧いただきたい。昨年度までは、永山公民館と関戸公民館それぞれが

報告書を作っていたが、令和 4年度は両館をひとまとめにして作成し、目的や実施

人数、実施内容を統一したものとなっている。2 ページでは、これまで記載がなか

った施設概要を入れている。4ページからは、令和 4年度事業計画、11ページから

は事業の記録となっている。前回の定例会でも報告したが、26ページ「家庭教育学

級・家庭教育講座」としては、公民館と児童館が連携して父親対象の救命救急講座

を行ったことが詳しく記載されている。当初、学校向けの事業であったが、コロナ

で学校事業が中止されたことにより児童館との連携事業が実施できた。今後は、学

校との連携も深めながら実施していきたいと考えている。34ページ「第 23 回 4永

山フェスティバル」について、公民館だけではなく新都市センター開発や竹取の湯

があるヒューマックスパビリオン永山の運営会社等の企業との連携や支援をいた

だきながら、永山で 1 番大きなフェスティバルをコロナ禍で縮小しながらも開催す

ることができた。40ページ永山公民館での「その他の連携等事業」では、学校教育
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や家庭においてデジタル機器を活用した教育が増えている中で、健幸につながる対

策を子ども対象にして企図した。具体的には、プログラミング講座をしながら、座

りっぱなしを防止するために時間になると知らせる装置を作る講座を開催した。今

後も、健幸を目指す事業を実施していければと思う。45ページ関戸公民館での「地

域課題講座」では、関・一つむぎ館や大栗川・かるがも館のコミュニティセンター

やパルテノン多摩との連携事業を実施した。実際に外へ出て多摩の歴史と自然に触

れるイベントで、多摩市文化振興財団のアウトリーチ事業として実施した。47ペー

ジ「薬物乱用防止講座」は、関戸公民館が中学校と連携して毎年行っている事業で

毎年 2～3 校の実施となる。地域住民も対象になっているものであるが、コロナで

令和 4年度は実施できなかった。令和 5年度は地域住民も参加できるように企画し

ているところである。60ページ関戸公民館での「市民文化活動支援事業」では、市

民の企画を支援するかたちで多摩演劇フェスティバル、マンスリーコンサート、Ｗ

ｈａｔ‘ｓ ＪＡＺＺ！を実施。今年度も継続していく予定である。 

続けて、報告事項 2「令和 4 年度公民館施設使用状況について」説明する。67ペー

ジ公民館施設の使用状況であるが、これまでは使用状況の記載はなかった。使用状

況の公表は必要であるとの考えから今年度から掲載している。関戸公民館について

は、令和 4年 7月までは改修工事で第 1学習室、第 2学習室、市民ロビーが閉鎖し

ていた。コロナ禍でなかなか使用率が増えない状況であったが、令和 5年度はコロ

ナも落ち着いてきたので、今後ＳＮＳを利用した周知等を進めていきたいと考えて

いる。 

会 長： 施設使用状況について、令和 4年度一年間の使用状況ということだが、令和 3年度

の使用率はどれくらいであったか。コロナ前の使用率に戻っているのか。 

公 民 館 長： 令和 3年度の使用率は次回にお示しする。使用状況は、コロナで人数制限や縮小し

ていたところがあるので全体的には上がっている。しかし、コロナ前までには回復

していない状況である。 

委     員： 保育室の使用率が悪い。月に 1回子育て集い広場「ぴーかぶー」をやっている。素

晴らしい施設は整っているが、なかなか周知できていない状況である。いいアイデ

アがあれば教えていただきたい。 

会 長： 部屋の特殊事情もあり利用できる団体が限られ、保育室や和室の使用率は低くなっ

ている。現在、公民館としてはどのような広報をしているのか。ＳＮＳは使ってい

るのか。 

公 民 館 長： 多摩市の公式ツイッターは使っている。公民館独自のものではなく多摩市のものを

使っているが、情報発信はどうしても一方通行になる。受け取る側のキーワードに

引っかからないことは課題である。多摩市の広報への掲載やチラシを大きいマンシ

ョンへのポスティングなどは行っているが、デジタル媒体の活用として、どう受け

取ってもらえるかを考えていかなければならないところである。 

会 長： 子育ての世代に対して、子育て情報をまとめてスマホに届けるようなことが必要か

と思う。 
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委     員： 例えば、産婦人科を通じての周知や健診、予防接種の時などに子育ての不安が解消

することや、周りの方々が支えてくれる場があることを情報発信していくことも良

いかと思う。 

委     員： 現在、小中学校の保護者へのお知らせを公式ラインで送れるようになっている。こ

こから、必要な情報を取れるようにもなっている。ここから情報発信することも可

能かとも思う。 

委     員： 保育室の使用率の数字だけをみると低いが、保育室を使うのは若い世代。対象者が

明確なところは、この対象者を 100％としてどれくらい利用しているかをみるのも

一つの考えだと思う。保育室も全世代使用してもらいたいと考えるのであれば全体

が対象となる。それぞれの施設に対してどういう目的でどう使ってほしいかを明確

に伝えることが大切だと考える。 

会 長： 今回の報告書は、見やすくはなったが写真の掲載が少なくなったように感じる。 

公 民 館 長： これまでよりは写真を増やしてはいるが、今年度からは全事業の写真が載せられる

ようにしたい。 

 

３ 公民館施設使用状況について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 ２】 

４ 公民館事業進捗状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 ３】 

会 長： 報告事項 3「公民館施設使用状況について」及び報告事項 4「公民館事業進捗状況

について」を一括で事務局より説明をお願いしたい。 

公 民 館 長： 次に、資料 2「公民館施設使用状況について」を説明する。令和 5年 4月の使用状

況となる。令和 4年度と比較すると使用状況はあまり変わっていない。皆が活動で

きる施設は使用率が高いが、用途が決まっている施設は稼働率が低くなっている。 

続いて、資料 3-1「令和 5 年度永山公民館事業進捗状況について」説明する。今年

度も 5つの柱に沿って事業を展開していくよう企画中である。市民企画講座は、ま

だ講座自体は実施していないが、応募受付とヒアリングを 4月に行い事業を決定し

た。保育室開放デーや子育てつどいの広場事業は、4 月から実施している。その他

は、現在企画段階である。 

次に、資料 3-2「令和 5年度関戸公民館事業進捗状況について」説明する。市民企

画講座では、募集の受付とヒアリングを行い実施団体が決まったところである。市

民文化活動支援事業は、実行委員会形式の事業となる。マンスリーコンサートは、

4月に実施し 5月も実施予定である。What’s JAZZ は、6月に実施予定である。演

劇フェスティバルは、年間を通して実施する予定で現在企画中である。 

会 長： 資料 2のところで、これまでは口頭で前年の使用率を伝えてもらっていたので、前

年と比較してのコメントがあるとありがたい。 

公 民 館 長： 永山公民館では、今年度 4月の使用件数が 565件に対し令和 4年度 4月は 602件で

あった。使用率は、今年度 61.1％に対し昨年度は 65.2％であり、少し下がってい

る。使用人数は、今年度 5,449人に対して昨年度は 6,374人である。これは、昨年

の 4 月のベルブホールが 2,291人とかなり多く、イベントの規模により変わってく
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るので一概に比較できないかと思う。関戸公民館では、使用件数が今年度 408件に

対し、令和 4 年度は改修工事で使用できない施設もあったため 297 件となってい

る。使用率に関しては、工事で使用できないところを抜いているため今年度と昨年

度が同様の 44.2％となっている。使用人数についても、昨年度は 6,327人、今年度

9,438人となり、今年度は工事が終了し全館使用できているため多くなっている。 

 

５ 多摩市営永山複合施設駐車場指定管理者候補者選定に関する委員会等について・・【資料 ４】 

会 長： 報告事項 5「多摩市営永山複合施設駐車場指定管理者候補者選定に関する委員会等 

について」を事務局より説明をお願いしたい。 

公 民 館 長： 

 

資料 4「多摩市営永山複合施設駐車場指定管理者候補者選定に関する委員会等につ 

いて」を説明する。多摩市営永山複合施設駐車場指定管理者候補者選定に関する 

委員会及び審査会設置要綱を定めたことを報告するものである。多摩市営永山複合 

施設駐車場指定管理については、5年に一度更新している。平成 18年 4月に指定 

管理を導入し、平成 20年 4 月、平成 26年 4月、平成 31年 4月に更新している。 

令和 6年 3月末をもって更新が必要となるため、令和 5年度新たに更新する指定 

管理の候補者を選定する設置要綱となる。委員は、学識経験者 3名、市民公募を 2 

名となり、市民公募は 5月 20日のたま広報で募集をしている。学識経験者につい 

ては、5年前にお願いした方に今調整しており、7 月に第 1回委員会を実施する予 

定である。12月に市議会に上程し候補者を決定していく。 

 

 

〔協議事項〕 

１ 令和６年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第３ブロック研修会にむけて・・【資料 ７】 

会 長： 協議事項 1「令和６年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第３ブロック研修会 

にむけて」を事務局より説明をお願いしたい。 

社会教育・文化財担当課長：  資料 7「令和６年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第３ブロック研修会にむ 

けて」を説明する。令和６年度は多摩市が東京都市町村社会教育委員連絡協議会第

３ブロックの幹事市になる事から、第３ブロックの研修会を主催することとなる。

都市社連協の年度ごとの統一テーマは、来年の定期総会時に決まるが、研修会実施

にあたり会場を確保するため、日程と会場を決めていただきたい。例年、11 月に関

東甲信越静社会教育研究大会、12月に都市社連協交流大会・社会教育委員研修会が

あるので、事務局としては 10月開催が良いと考えている。日程の決定に際しては、

講師や会場の確保も必要となるので、資料 7に記載のある 6つの候補日から事務局

の方で進めさせていただければと思うがいかがか。 

なお、研修会の内容については、今後の定例会で協議していく。統一テーマの内容

によっては、改めて来年度の審議会で相談して研修内容や会場を変更することも可

能であるが、今時点で会場を先行予約するということである。 

会 長： 過去の第 3 ブロック研修会は関戸公民館で開催してきた。第 3 ブロック研修会は、
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来年度秋開催になるが、来年では会場の確保も難しいこともあるかと思うので、あ

る程度想定して会場を押さえておくことで良いか。 

－全員異議なし－ 

 

２ 多摩市立永山公民館・関戸公民館の組織について・・・・・・・・・・・・・・・【当日配付】 

会 長： 協議事項 2「多摩市立永山公民館・関戸公民館の組織について」を事務局より説明 

をお願いしたい。 

公 民 館 長： 当日配付「多摩市立永山公民館・関戸公民館の組織について」を説明する。経緯

は、前回の定例会で説明したとおりである。公民館は、2 館が地域市民の「つど

う」「学ぶ」「つながる」施設として地域に根差した社会教育事業を進めてき

た。これまで学育審からも提言をいただいたところでもある。近年の変化に伴

い、公民館のアウトリーチ事業の展開、デジタル機器を使った事業の展開をして

いるが、なかなか使用状況が上がってこない状況にある。今後も公民館機能を維

持し、さらに発展した事業を市民に提供していくために、組織や予算を一本化し

事業や運営体制を見直し、両館の大規模改修後の開館にむけて進めていくことが

必要と考えている。課題としては、①利用者数、施設利用率、施設使用団体数の

減少 ②事業内容のマンネリ化、実行委員会の高齢化等 ③人員、予算等の削減

があげられる。目指す姿として、充実した社会教育事業の実施と「つどう」「学

ぶ」「つながる」を促し、誰もが利用しやすい施設を目指していくことが大事と

考える。そのための重点的な取り組みとしては、無関心層や転入してきた新規利

用者、特に子育て世代層を取り込む事業展開、両館の大規模改修や庁舎の建替基

本構想（駅近機能の充実化）を見据えた事業展開、地域連携による社会教育事業

の推進を更に進めていく必要がある。そのためには、①SNS 発信やアウトリーチ

事業による認知度の向上、②新たな事業展開としてアウトリーチの強化、関係団

体・施設等の連携強化・ネットワーク化、DX の推進、③組織・予算の一本化で事

業や管理運営の見直し、企画・提案、人材育成を図っていきたい。これまで各館

がアウトリーチ事業や連携事業もしてきているが、なかなか認知度向上と使用率

増加には結びついていない。今後は、両公民館の機能はそのままに、これまで実

施してきた事業や講座、実行委員会形式の運営を組織として一つの公民館として

まとめ、アウトリーチの強化や SNS を活用した広報強化、皆に知ってもらう工夫

をした事業展開や人材育成を図り、利用者の獲得、利用団体の増加を目指してい

きたい。スケジュールとしては資料 5 枚目のとおり。広報活動の強化やアウトリ

ーチ事業の新たな展開は今年度から実施するが、さらに組織改正を通して強化し

たいと考えている。令和 9 年度の永山公民館の大規模改修までには、認知度向

上・利用者数、利用率向上を図り、その後の 4 年間には両館の大規模改修で使用

が制限されるので、アウトリーチ事業を中心としたいろいろな場所での事業展開

をしていければと思っている。令和 13 年度以降、両館通常運営になった時に、ア

ウトリーチ事業で公民館を知ってもらった方に戻ってきてもらえるようにしたい

と考えている。 
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会 長： 多摩市にとっても大きな問題だと思うので、ご意見があれば出していただきた

い。地理的にみても多摩ニュータウンである永山と既存地区の関戸の 2 拠点に公

民館があることは、地政学的・地理的にも、また住民の利便性にとっても重要な

ことだと思う。学習の場は公民館だけではなく、図書館や社会教育施設以外のコ

ミセン等も学習の場である。公民館 2 拠点に拘らず学習を面的に広げていくため

に、公民館と地域のコミセンとが協働して事業を展開していく「社会教育の面的

展開」ということを意見として申し上げた経緯がある。そのことを踏まえていた

だくとともに新しい多摩市の情勢も踏まえていただきたい。  

委     員： 少子化に伴う空き教室などの利用もできたらいいと思う。 

委     員： 鹿児島県や岡山県に地域の拠点となっている公民館があると思ったが、そういっ

たところを参考にしてみるのも良いかと思う。 

委     員： 令和 9 年度から改修工事のため公民館が使えなくなるということか。 

公 民 館 長： 令和 9 年度が築 30 年にあたり改修しなければならない時期であり、順調にいけば

令和 9 年度からの改修となる。あくまでも予定なので、改修工事が延びる可能性

もある。このスケジュールは予定である。 

会 長： 八王子市でもクリエイトホールの改修の時期にあたるが、他の施設の兼ね合いで

延びている。 

多摩市立永山公民館・関戸公民館の組織について、異議はないか。 

－全員異議なし－ 

会 長： 他に事務局から何か連絡事項はあるか。 

社会教育・文化財担当課長： 机上に、提言書「多摩市におけるこれからの社会教育施設のあり方について」－ 

社会教育施設利用の活性化に関する提言－を配付している。次回の定例会以降に 

協議する「学育審提言書に基づき事業評価」の検証の際に基となる提言書なので 

一読願いたい。また、次回定例会でも持参いただきたい。 

会 長： 以上で、本日の予定は全て終了した。次回は、8 月 18 日金曜日 14 時から、会場 

はベルブ永山の教育委員会会議室で行う。 

 

（１時間５０分） 

（閉会時刻１５時５０分） 

 

会議規則第１０条第４項によりここに署名する。 

 

令和  年  月  日 

 

会長 

 

委員 


